
　

市
で
は
、
２
０
２
９
年
度
ま
で
、
12
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
指
針
と
な
る
第
2
次

宇
陀
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
と
は
、
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
市
政
運
営
の
指
針
を
示
す
も
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を

示
す
計
画
の
こ
と
で
、
宇
陀
市
の
最
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
度
に
最
初
の
総
合
計
画

を
策
定
し
て
以
来
、
最
初
の
見
直
し
を
行
っ
た

も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
総
合
計
画
審
議
会
や
市
民
参
画

会
議
を
は
じ
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
様
々
な
団
体
な
ど
か
ら
広
く

意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
第
２
次

計
画
は
皆
さ
ん
の
宇
陀
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
紙
に
概
要
版
を
折
り
込
み
し
て
い
ま
す

■
投
票
で
き
る
人

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
、
引
き
続

き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
宇
陀

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

①
平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
（
８
日
を

含
む
）
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
（
28
日
を

含
む
）
に
お
い
て
住
民
票
が
作
成
さ

れ
た
人
、
ま
た
は
転
入
届
を
し
た
人

○
転
入
し
た
人

　

平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
に
県
内
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
投
票

で
き
る
か
ど
う
か
を
前
住
所
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　

今
回
投
票
で
き
る
人
に
投
票
所
入
場

整
理
券
を
世
帯
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　
（
郵
送
は
３
月
28
日
以
降
の
予
定
）

　

世
帯
員
数
が
多
い
場
合
は
別
封
筒
に

な
り
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

開
封
し
て
中
身
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
は
ご
自
身
の
氏
名
の
記
載

の
あ
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
が
な
く
て
も
選
挙
資
格

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
万
が
一
、

紛
失
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
旨
を

投
票
所
で
申
し
出
る
か
、
問
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

◆
期
日
前
投
票
の
期
間

　

知
事
選
挙
と
県
議
会
議
員
選
挙
の
期

間
が
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
3
月
22
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

　
　
・
知
事
選
挙
の
み

　
3
月
30
日
（
土
）
～
４
月
６
日
（
土
）

　
　
・
知
事
選
挙
、
県
議
会
議
員
選
挙

　
時
間
は
い
ず
れ
も

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
期
日
前
投
票
の
場
所

　
○
宇
陀
市
役
所
１
階
ふ
る
さ
と
テ
ラ
ス

　
○
各
地
域
事
務
所

４月 7 日（日）　午後 9 時開始（予定）
宇陀市総合体育館（榛原萩原）開　票 市選挙管理委員会【市役所総務課内】

（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

　
県
、
そ
し
て
県
民
の
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と
は
、
ま
ち
の
未
来
や
生
活
に
大

き
く
関
わ
り
ま
す
。
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
は
同
時
に
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
県
知
事
選
挙
の
投
票
を
し
て
、
そ
の
次

に
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
１
名
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

  

第
2
次
宇
陀
市
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

▲審議会から、昨年 10 月 23 日に基
本構想の答申を、1 月 22 日には基
本計画の答申をいただきました
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奈良県知事選挙　及び
　奈良県議会議員選挙

４月７日（日）
午前７時～午後８時投票時間

投 票 日 その一票　明るい奈良への
　　　　　　道しるべ

入場整理券を紛失した
場合でも投票できます。

期日前投票はどの投票
所でも投票できます。
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市
で
は
こ
の
度
、
観
光
事
業
の
振
興
を
目
的

に
、
市
内
の
団
体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

観
光
施
設
整
備
を
実
施
す
る
団
体
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
1
月
28
日
に
市
役
所
に
て
、
本

補
助
金
交
付
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
審
査
に
よ
り
次
の
４
団
体
の
事
業
を

支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
各
団
体
は
、
観
光
看
板
の
設
置
な

ど
に
よ
り
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
活
用

を
図
り
、観
光
客
の
誘
客
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

【
決
定
団
体
】

○
芳ほ
う
の
じ
ょ
う

野
城
を
守
る
会
（
菟
田
野
）

○
倭や

ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
奉
賛
会
（
大
宇
陀
）

○
大や

ま
と
た
だ
げ
ん
じ

和
多
田
源
氏
の
郷
の
継
承
会
（
室
生
）

○
六ろ

く
そ
ん
の
う

孫
王
五
輪
塔
を
保
存
す
る
会 （
大
宇
陀
）

投票区 投票所の名称 投票区の区域

大
宇
陀
地
域

第 1 宇陀市文化会館 万六、出新、上新、中新、上、小出口、黒木、中庄、拾生、本郷、宮奥、
下宮奥、関戸、大東

第 2 西山川向地域交流センター 上中、上本、上茶、下茶、下本、下中、下出口、迫間、春日、西山、岩室（内
垣内・五十軒）、下竹

第 3 大宇陀人権交流センター 岩室（北谷）、小附（二区・三区）

第 4 のより農村ふれあいの館 小附（一区・中河原）、嬉河原、芝生、半阪、馬取柿、麻生田、内原、口今
井、野依、平尾、五津

第 5 旧守道小学校 岩清水、調子、塚脇、藤井、才ケ辻、守道、山口、白鳥居、上品、下品、和田、
小和田

第 6 田原区集会所 牧、栗野、田原、上片岡、下片岡、東平尾、大熊

菟
田
野
地
域

第 7 中央公民館菟田野分館（いきいきホール） 古市場、松井、岩﨑
第 8 平井地区集会所 平井、見田、大澤、大神、別所
第 9 旧菟田野宇賀志地区体育館 稲戸、駒帰、佐倉、宇賀志
第 10 菟田野東部地区研修指導施設（下芳野集会所） 東郷、入谷、下芳野、上芳野、岩端

榛 
原
地
域

第 11 駅前公民館（旧榛原公民館） 福地（五月ヶ丘を除く）、萩原（東町・稲荷・新町・宮本・菟田川・駅前・
新駅前・富士見ヶ丘）、萩乃里

第 12 上の町コミュニティセンター 萩原（墨坂・新吉田・福田・上町・口田辺・鳥見町）、桜が丘
第 13 大和富士ホール 赤瀬、長峯、天満台西１～４丁目
第 14 天満台東交流センター 戒場、山辺三、額井、天満台東１～４丁目
第 15 農林会館 下井足、篠楽、雨師、上井足、足立、安田、笠間
第 16 伊那佐体育館（旧伊那佐小学校体育館） 池上、高塚、福西、栗谷、比布、石田、山路、大貝、澤、三宮寺、母里
第 17 檜牧甲公民館 自明、桧牧、荷坂
第 18 たかぎふるさと館 内牧、八滝、諸木野、赤埴、高井

第 19 あかね台コミュニティセンター 萩原（西峠）、角柄、柳、あかね台１～２丁目、高萩台（萩原・下井足の一
部を含む）、榛見が丘１～２丁目（下井足の一部を含む）

第 20 宇陀市総合体育館 福地（五月ヶ丘）、萩原（玉立・小鹿野・小鹿台）、ひのき坂１～３丁目

室
生
地
域

第 21 音楽の森ふれあい館（旧笠間保育所） 小原、上笠間、深野、下笠間
第 22 多田地区公民館（旧多田保育所） 無山、多田、染田
第 23 やまびこホール 向渕
第 24 宇陀市室生振興センター 大野
第 25 三本松集会所 三本松
第 26 西谷地区公民館（旧西谷保育所） 砥取、滝谷、西谷、龍口
第 27 室生生活改善センター 室生
第 28 ふるさと元気村 黒岩、田口元上田口、田口元角川、下田口

■投票区投票所一覧表
  

観
光
施
設
整
備
の

　
　
支
援
団
体
を
決
定

▲希望団体はそれぞれ活動のプラ
ンや事業効果をプレゼンし、審査
を受けました
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問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）
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八
っ
ぴ
ー
の
勝
負
服
が
完
成
！

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

う
だ
記
紀・万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

市
で
は
現
在
、
宮
崎
市
、
橿
原
市
な

ど
と
連
携
し
、
神
武
天
皇
東
遷
ゆ
か
り

の
地
域
を
「
神
武
東
遷
の
道
」
と
し
て

日
本
遺
産
に
登
録
す
る
べ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
3
月
9
日
、
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
宇
陀
市
記
紀

万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
歴
史
講
演
会

「
神
武
天
皇
東
遷
と
宇
陀
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
先
日
募
集
し
た
八
っ

ぴ
ー
勝
負
服
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
作

品
の
発
表
と
授
賞
式
が
あ
り
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
吉
田
さ
ん
か
ら
は
、「
私
の
デ

ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て
と
て
も
う
れ
し

い
。
こ
れ
を
機
に
宇
陀
と
深
い
関
わ
り

を
も
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
喜
び
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も
の

教
育
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な

く
、
心
身
の
健
全
な
成
長
や
人
格
形
成
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
、
と
き
に
は
尊
い
生
命
ま

で
も
奪
っ
て
し
ま
う
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

宇
陀
市
で
は
、
い
じ
め
は
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に

立
ち
、昨
年
「
宇
陀
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
３
月
１
日
、

第
１
回
の
「
宇
陀
市
い
じ
め
防
止
推
進
協
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

い
じ
め
の
防
止
の
た
め
に
、
法
務
局
、
警
察
、

学
校
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
が
連

携
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
・
調
整

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
の
概
要
や
い
じ
め
問
題
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
機
関

の
い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
、

い
じ
め
防
止
に
は
普
段
か
ら
関
係
機
関
が
緊

密
に
連
携
を
と
り
あ
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
協
議
会
を
開
催
し
、
い

じ
め
防
止
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
ま
す
。

い
じ
め
は
重
大
な
人
権
侵
害

 
い
じ
め
防
止
推
進
協
議
会
を
開
催

　最優秀作品の作者▲
　吉田凜太朗さん（東京都）■

八
っ
ぴ
ー
の
勝
負
服
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

【
最
優
秀
賞
】

　
「
天
平
八
っ
ぴ
ー
」
吉
田
凜
太
朗
さ
ん
（
東
京
都
）

【
優
秀
賞
】

　
「
タ
キ
シ
ー
ド
」岡
本
理
華
子
さ
ん（
宇
陀
市
）

　
「
歌
人
八
っ
ぴ
ー
」
児
島
満
さ
ん　
（
宮
崎
市
）

【
審
査
員
特
別
賞
】

　
「
Ｕ
Ｄ
Ａ
」
松
原
朱
里
さ
ん
（
宇
陀
市
）

　
「
宇
陀
満
開
服
」粟
生
菜
々
珠
さ
ん（
宇
陀
市
）
八っぴー　勝負服

神武東遷に造詣の深い皇學館大学名誉
教授の岡田登氏による講演では

「日本遺産になれば、国内外を問わず多
くの方が関心を持つだろう。まず地域の
方が自分たちの足元の歴史を学び、地域
の価値を理解しなければならない」と日
本史を学ぶ大切さを語られました。

問
教
育
総
務
課

（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

記紀・万葉文化を語るうえ
で欠かせない「天平衣装」
を勝負服としました。

勝
負
服
完
成
し
た
よ
！

イ
ベ
ン
ト
の
時
は

「
天
平
八
っ
ぴ
ー
」
っ
て

呼
ん
で
ね
♪
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　４月１日、多目的広場と市民農園がある都市公園「宇陀市東榛
原市民農園」を開園します。多目的広場には築山や東屋があり、
とても眺望の良い公園ですので、憩いの場としてご利用ください。
　また、28 区画の市民農園は、市民の皆さんに野菜栽培などを
通じて、土に親しみ自然と触れ合いながら健康づくりの機会を作っ
ていただくことを目的に開園します。

【場所】　榛原額井 1372 番地の 10 外
【区画数】28 区画（１区画 30㎡）　原則１世帯１区画
　　　　 駐車場・トイレ・水道・獣害防止柵あり
　　　　　　　　　　　　　　 ※随時募集しています

【使用料】１区画　年間 7,200 円（税込み・前納）
【作付作物】単年生の野菜や草花（果樹・樹木は不可）
【注意】

１．多目的広場は、芝生の養生中につきしばらくの間、開放を控
えさせていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。

２．市民農園をご利用いただくには、利用申請が必要ですので、
詳細は公園課へお尋ねください。

３．夜間は施錠していますので、利用の際はご注意ください。
　　　開園時間　夏季 (4 月～ 9 月 )　8:30 ～ 18:00
　　　　　　　　冬季 (10 月～ 3 月） ９:00 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※農園部分を除く

問公園課（☎ 82・3674/IP ☎ 88・9093）

至 室生

至 針IC

至 曽爾

至 桜井

榛原駅

市立病院

天満台

東榛原市民農園

総合体育館
宇陀警察署

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

問
危
機
管
理
課

（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
は
じ
め
西
日
本
豪

雨
な
ど
、
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害
が
相
次
ぐ

今
日
。
特
に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
決
し
て
軽
視

で
き
な
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
は
、
今

後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
約
70
％
と
ま

で
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
2
月
20
日
、
市
は
市
内
企
業
の

株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
ト
（
大
宇
陀
白
鳥
居
）
と

「
災
害
時
に
お
け
る
無
人
航
空
機
支
援
活
動
調

印
式
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
で
は
、

地
震
・
台
風
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
を
活
用
し

て
被
災
状
況
を
把
握
し
、
住
民
の
救
助
活
動
な

ど
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の

生
命
な
ど
を
守
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
髙
見
市
長
か
ら
「
災
害
時
に

一
番
大
事
な
の
は
、
い
か
に
正
確
に
状
況
を
把

握
す
る
か
。
2
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
な

ど
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
存
在

は
本
当
に
心
強
い
。
こ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
得
な
が
ら
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
前
進
し
た
い
」、
ま
た
協
定
に
よ
り

支
援
い
た
だ
く
同
社
代
表
の
森
井
道
雄
氏
か
ら

は
「
日
頃
か
ら
整
備
に
努
め
、
要
請
が
あ
れ
ば

直
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
で
も

本
当
は
、
有
事
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
の

望
み
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

宇陀市東榛原市民農園を開園します

▲ドローンには通常のカメラのほか、赤
外線カメラも搭載されています

◀協定を締結した㈱クリエイト　
　代表取締役　森井道雄さん（左から２番目）
　安全管理担当　森井妙さん（左）
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室
生
寺
門
前
で
一
刀
彫
り
彫
刻

に
よ
る
工
芸
品
の
製
作
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
始
め
て
約
40
年
。
父

親
か
ら
引
き
継
い
で
営
ん
で
い
ま

す
。

　

一
刀
彫
と
は
日
本
古
来
の
木
彫
の

技
法
の
ひ
と
つ
で
、
１
本
の
硬
木
か

ら
ノ
ミ
や
平
刀
で
彫
り
あ
げ
ま
す
。

８
年
前
に
は
、
父
親
か
ら
『
大
恵
』

と
い
う
仏
師
号
を
継
承
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
主
に
制
作
し
て
い
る
の
は

仏
像
や
室
生
寺
の
土
産
品
と
な
る
五

重
塔
な
ど
。
ず
っ
と
門
前
で
店
（
工

房
）
を
構
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

観
光
の
様
子
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま

し
た
ね
。
年
々
観
光
客
が
減
っ
て
い

る
中
で
す
が
、
最
近
は
「
イ
ン
ス
タ

映
え
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

若
い
人
も
い
っ
ぱ
い
室
生
寺
で
の
写

真
を
投
稿
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
若
い
方
も
来
ら
れ
る
し
、

テ
レ
ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
る
と
一

気
に
客
足
が
伸
び
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

近
頃
「
仏
像
ブ
ー
ム
」
な
の
か
、

一
刀
彫
に
つ
い
て
も
、
工
芸
品
と
し

て
関
心
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
都
市
部
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展

示
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
、
個
人
の
方
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ネ
ッ
ト
ス
ト
ア
を
見
て
注
文
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
門
前

を
ぶ
ら
り
と
歩
い
て
、
私
の
作
品
を

見
つ
け
て
好
き
に
な
っ
て
も
ら
っ
た

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
後

継
者
は
い
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り

作
品
を
作
り
続
け
た
い
で
す
し
、
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

観
光
客
が
減
り
、
地
域
の
活
力
が

減
退
し
て
い
る
の
が
悩
み
で
す
。
室

生
寺
周
辺
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
も
っ
と
地
域
に
滞
在
し

て
も
ら
い
た
い
し
、
地
域
と
し
て
も

盛
り
上
げ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

４
月
中
旬
か
ら
石
楠
花
の
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
市
民
の
方
に

は
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、

こ
の
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い

し
、
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
の
時
、
私
の
店
も
少
し
の
ぞ
い
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね

（^^）

一
心
一
意
（
い
っ
し
ん
い
ち
い
）　

　
　
一
刀
彫
「
一
夜
堂
」　
仏
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
本
正
信
さ
ん
（
室
生
）

Ｎ
Ｃ
Ｌ
奥
大
和
通
信

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

ネ
ク
ス
ト 

コ
モ
ン
ズ 

ラ
ボ

私たちは拠点を主にこの宇陀市に置き、『食と農の
生業や仕事づくり』を進め、奈良の魅力を発見＆
発信していこうと日々活動中です。

　問ネクストコモンズラボ奥大和事務局
　 　（旧伊那佐文化センター内）

▲樅
モミトウ

塔（写真右）は室生寺
ならではの土産で人気
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◀磯野友子さん

【プロジェクト】
野菜のアップサイクリング

廃棄野菜や売れ残った野
菜を使い、味噌をはじめ
とした発酵食品や季節の
保存食の加工販売を目指
します

　

平
成
28
年
度
に
締
結
し

た
、
奈
良
県
・
宇
陀
市
・
ロ
ー

ト
製
薬
（
株
）
の
３
者
に
よ

る
「
大
和
高
原
の
魅
力
あ
る

仕
事
づ
く
り
連
携
協
定
」
に

基
づ
き
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
進
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
今
後
も
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
な
が
ら
更

な
る
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
に
よ
る
起
業
家
育
成
に

向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
活
動
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

◀那須礼二さん

【プロジェクト】
ビールが醸す産業と文化

奥大和地域の伝統野菜を
使ったクラフトビールを
醸造します。また、将来
的にバー等の店舗の開設
も目指します

宇陀市仕事づくり推進隊
　  新メンバーが就任！

　私は「奥大和地域のオリジナルビールを作
りたい！」という思いの元、平成 29 年に東
京から故郷宇陀に家族と共に戻ってきました。
　約 1 年の修行の後、ついに昨年 8 月から
宇陀産の米や黒豆を副原料に活用したオリジ
ナルビールを製造！ 11 月からは、道の駅宇
陀路大宇陀の隣で『奥大和ビール』としてお
店をオープンし、実践形式で起業や経営を学
んでいます。
　営業日は限られていますが、ぜひお店にも
遊びに来てみてください。通販もスタートさ
せています。

PIck 
Up!PIck 
Up! 　　H29 年 8 月に

推進隊に就任しました。
ビールプロジェクトの
　　米田です！



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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菟
田
野
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

古
市
場
水
分
桜
・
岩
端
桜
並
木
・

平
井
大
師
山
の
山
桜
を
美
し
く
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
！

【
日
時
】
4
月
1
日
（
月
）
～
見
頃

期
間
の
午
後
6
時
～
9
時
ま
で

主
催
：
宇
陀
市
観
光
協
会

■
う
た
の
夢
街
道  

4
月
６
日
（
土
）

宇
太
水
分
神
社
（
古
市
場
）
で
開

催
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

主
催
：
う
た
の
夢
街
道
実
行
委
員
会

■
岩
端
地
区　

3
月
28
日
（
木
）
～

4
月
21
日
（
日
）
の
午
前
9
時
30

分
～
午
後
2
時
。
草
餅
や
筍
ご
は

ん
、
う
ど
ん
の
販
売
。

　

4
月
下
旬
ま
で
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚

主
催
：
岩
端
自
治
会
・
岩
端
農
村
レ

ス
ト
ラ
ン

桜
花
爛
漫 

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
平
井
大
師
山　

３
月
30
日
（
土
）

〜
見
頃
期
間
の
土
日
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
と
と
も
に
ひ
な
人
形
、
花

み
こ
し
を
展
示
。

主
催
：
大
師
管
理
委
員
会

佛
隆
寺
千
年
桜
の
花
見
会

　

門
前
の
樹
齢
推
定
９
０
０
年
を
超

え
る
千
年
桜
。
開
花
中
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
！
（
午
後
9
時
ま
で
）

【
日
時
】
4
月
７
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
2
時
ま
で（
雨
天
中
止
）

【
内
容
】
真
依
子
（
宇
陀
市
観
光
大

使
）・
和
太
鼓
「
勇
喜
」
な
ど
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
地
元
特
産
品
・
記

念
切
手
販
売
や
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

【
周
辺
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
】
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
見

ど
こ
ろ
案
内
（
荒
天
中
止
）

【
駐
車
場
な
ど
】
佛
隆
寺
周
辺
の
駐

車
場
が
使
用
不
可
の
た
め
、
内
牧

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
臨
時
駐
車
場
を
設

置
し
ま
す
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
（
運
営
協
力
金
を

い
た
だ
き
ま
す
）。

【
交
通
自
主
規
制
】
午
前
9
時
～
午

後
3
時
（
高
井
バ
ス
停
か
ら
室
生

地
区
の
区
間
）。

主
催
：
宇
陀
市
観
光
協
会

又
兵
衛
桜
ま
つ
り

　

戦
国
武
将
後
藤
又
兵
衛
の
伝
説
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
し
だ
れ
桜
で
、
巨

木
か
ら
枝
を
広
げ
、
堂
々
と
咲
き
誇

る
美
し
い
姿
は
観
る
人
の
心
を
魅
了

し
、
感
動
を
与
え
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
30
日
（
土
）
～
４
月

14
日
（
日
）

（
開
花
時
期
に
よ
り
期
間
変
更
あ
り
）

【
内
容
】
地
元
特
産
品
販
売
な
ど

※
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
駐
車
場
等
】
有
料
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
桜
の
近
く
ま

で
行
く
に
は
、
桜
維
持
保
護
の
た

め
協
力
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催
：
又
兵
衛
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

大
野
寺
枝
垂
れ
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

　

日
本
最
大
級
の
弥
勒
磨
崖
仏
を
背

に
、
樹
齢
約
３
０
０
年
の
小
糸
枝
垂

れ
桜
と
紅
枝
垂
れ
桜
が
競
演

【
日
時
】
3
月
30
日
（
土
）
～
4
月

13
日
（
土
）
午
後
9
時
ま
で

【
内
容
】コ
ン
サ
ー
ト
4
月
6
日（
土
）

11
時
～
・
13
時
30
分
～

　

ま
ほ
ろ
ばnote

（
フ
ル
ー
ト
・

ピ
ア
ノ
・
ボ
ー
カ
ル
）・
模
擬
店

主
催
：
大
野
夢
ク
ラ
ブ

問
宇
陀
市
観
光
協
会　
商
工
観
光
課
内

　
　
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

水分桜（菟田野古市場）

西光寺枝垂れ桜（室生）

又兵衛桜（大宇陀本郷）

佛隆寺千年桜（榛原赤埴）

■観光協会 Facebook
@udashi.kankou

詳しくは、H
Pなどを見て

ね！

 このほかにも
宇陀には桜の名所が
  いっぱい

西
光
寺
枝
垂
れ
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

　

室
生
集
落
の
中
腹
に
大
野
寺
桜
の

親
木
と
い
わ
れ
る
樹
齢
３
０
０
年
の

枝
垂
れ
桜
が
鎮
座

【
期
間
】
3
月
末
～
見
頃
期
間

　

午
後
9
時
ま
で

【
内
容
】
3
月
31
日
（
日
）
バ
ザ
ー

の
出
店
予
定

主
催
：
室
生
地
区
ま
ち
協

大野寺枝垂れ桜（室生大野）※現在養生中
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